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学校番号 317 

令和５年度 理科 

 

教科 理科 科目 生物基礎 
単位

数 
２単位 年次 ２年次 

使用教科書 新編生物基礎（東京書籍） 

副教材等 ニューサポート 新編生物基礎（東京書籍） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

生物現象は空間的にも時間的にもさまざまなスケールで起こっています。「生物基礎」では大

別すると次の３つの生物現象を学びますが、その舞台のスケールは大きく異なります。 

・代謝とエネルギー、遺伝子とその発現（ＤＮＡとタンパク質）… 舞台は「細胞」 

・体内環境とその維持 … 舞台は「個体」 

・生態系 … 舞台は「陸地や海洋（地球）」 

理科の中でも近年の進歩が特に著しいのが生物学です。ＤＮＡや恒常性、生態系のしくみの理

解は新しい医療や地球環境問題の理解に欠かせません。現代は印刷物やテレビに加え、インター

ネットで多くの情報が手軽に得られて便利ですが、それらの情報の中には非科学的なものや「ウ

ソ」も混じっています。生物基礎の学習を通して科学的な考え方、ウソを見抜く力を身に付けま

しょう。 

 

２ 学習の到達目標 

日常生活や社会との関連を図りながら生物や生物現象への関心を高め、目的意識をもって観察、

実験などを行い、生物学的に探究する能力と態度を育てるとともに、生物学の基本的な概念や原

理・法則を理解させ、科学的な見方や考え方を養う。 

・きわめて多様性に富む生物も、細胞の場で行われている遺伝現象や代謝など、生命現象の基本

的なしくみは共通であることを理解し、科学的な生命観を身に付ける。 

・ヒトを含め、多細胞動物はホメオスタシスのしくみによってはじめて各細胞が正常に活動し、

個体の生命が維持されていることを理解し、健康に留意する態度を身に付ける。 

・地球上の多様な生物は環境に適応し、互いに関係しあいながらバランスを保って生活している

ことを理解し、自然環境の保全や持続可能な社会づくりに貢献できる力を身に付ける。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

生物や生物現象について、

基本的な概念や原理・法則

を理解し、知識を身に付け

ている。生物や生物現象に

関する観察、実験を行い、基

本操作を習得するととも

に、それらの過程や結果を

的確に記録、整理し、生物や

生物現象を科学的に探究す

る技能を身に付けている。 

生物や生物現象の中に問題

を見いだし、探求する過程を

通して、事象を科学的に考察

し、導き出した考えを的確に

表現している。 

日常生活や社会との関連を

図りながら生物や生物現象

への関心をもち、意欲的にそ

れらを探求しようとすると

ともに、科学的態度を身に着

けている。 
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上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

生
物
の
特
徴 

生物の多様性と共通性 

エネルギーと代謝 

光合成と呼吸 

a: 顕微鏡操作を習得し、過程や

結果を的確に記録、整理してい

る。ＤＮＡ、ＡＴＰ、細胞構造な

どの生物の共通性および、生命活

動とエネルギー・代謝について理

解し、知識を身に付けている。 

b:生物の共通性、多様性の由来に

ついて考察し、導き出した考えを

表現している。 

c: 生物の多様性と共通性、生命

活動のエネルギーやその装置で

あるミトコンドリアと葉緑体に

興味、関心を持つ 

定期考査 

確認テスト 

 

定期考査 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

提出課題 

観察 

遺
伝
子
と
そ
の
働
き 

遺伝情報とＤＮＡ 

遺伝情報の発現 

遺伝情報の分配 

a:ＤＮＡの抽出実験を行い、手順

と手法の意味を学ぶ。ＤＮＡの二

重らせん構造および塩基の相補

性を理解し、塩基配列に基づいて

アミノ酸配列が決まり、タンパク

質が合成される過程の知識を身

に付けている。 

b:生物の多様性が、限られたアミ

ノ酸や塩基の組み合わせによっ

て生じることを考察する。 

c: 遺伝現象とＤＮＡの構造や複

製、遺伝子発現の仕組みに関心を

持ち、意欲的に学ぶ。 

定期考査 

確認テスト 

 

定期考査 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

提出課題 

観察 
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２
学
期 

生
物
の
体
内
環
境
と
そ
の
維
持 

体内環境としての体液 

腎臓と肝臓による調節 

神経とホルモンによる調節 

免疫 

 

a: 恒常性に関して、データ分析

などを通して記録や整理の方法

を学ぶ。体内環境と恒常性維持の

様々な仕組みを理解し、知識を身

に付けている。 

b:体液に対する腎臓、肝臓の機能

や異物を排除するしくみについ

て考察する。 

c: 自身の体内にも体内環境が存

在することに気づき、関心を持っ

て学ぶとともに、健康に留意する

態度を身に付けている。 

定期考査 

確認テスト 

 

定期考査 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

提出課題 

観察 

植
生
の
多
様
性
と
分
布 

植生とその成り立ち 

植生の移り変わり 

気候とバイオーム 

a: 植生やその移り変わり、バイ

オームと成立要因に興味や関心

を持つ。相観や優占種の概念を理

解し、遷移の過程とそのしくみに

ついての知識を身に付けている。 

b:植生の遷移の原因について、植

物間の競争という観点から考察

する。 

c: 月平均気温のデータを集め、

温かさの指数を算出し、インター

ネットなどを利用して算出した

値に対する評価ができる。 

定期考査 

確認テスト 

 

定期考査 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

提出課題 

観察 

３
学
期 

生
態
系
と
そ
の
保
全 

生態系とその成り立ち 

物質の循環とエネルギーの流

れ 

生態系のバランスと保全 

a: 生態系と物質循環についての

資料収集などを行い、結果を的確

に記録、整理している。物質循環

やエネルギーの流れ、食物網や生

体ピラミッドなど、生態系にかか

わる用語を理解し、生態系を 1つ

のまとまりとして正しくとらえ

られている。 

b:生態系のバランスが保たれる

しくみを学び、それを維持するた

めに取り組むべき課題について

の考えを表現している。 

c: 生態系の構成要素や機能に興

味・関心をもち、人間生活の影響

についても深く知ろうとする。 

定期考査 

確認テスト 

 

定期考査 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

提出課題 

観察 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 


